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れ
て
い
た
。

ド
イ
ツ
株
式
法
に
お
い
て
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
と
い
う
と
き
、
従
来
、
会
社
と
株
主
と
の
関
係
に
お
け
る
誠
実
義
務
に
限
ら

一
般
的
に
、
株
主
相
互
の
関
係
に
お
け
る
誠
実
義
務
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
の
資
本
団
体
と
し
て
の
構
造
と
は

い
わ
ゆ
る
ト
E
o
q胃
ε
判
決
で
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
従
来

相
容
れ
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、



の
立
場
を
改
め
て
、

「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
株
主
相
互
間
に
も
認
め
る
見
解
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
同
判
決
に
い
う
「
会
社
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法
上
の
誠
実
義
務
」
は
、
多
数
派
株
主
の
少
数
派
株
主
(
小
株
主
)
に
対
す
る
義
務
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し

た
が
っ
て
そ
れ
は
、
小
株
主
の
側
で
の
誠
実
義
務
の
承
認
で
は
な
か
っ
た
。

筆
者
は
別
稿
で
、
当
・
当
日
ロ
司
の
見
解
を
手
掛
か
り
に
、
小
株
主
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
三

月
二

O
日
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
小
株
主
に
も
誠
実
義
務
を
認
め
る
判
決

3
5
5
判
決
)
を
下
し
た
。
同
判
決
は
二

O
年
に

及
ぶ
判
例
、
学
説
上
の
論
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
本
判
決
は
、
新
た
な
問
題
を
提
示
し
た
と
も

評
さ
れ
る
。
本
稿
は
別
稿
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
意
味
で
、
小
株
主
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
再
度
考
察
し
、
同
判
決
を
分
析
、
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

註

(
1
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切
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ω
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拙
稿
「
小
株
主
の
誠
実
義
務
|
|
ド
イ
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権
利
濫
用
的
取
消
訴
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と
の
関
連
で
|
|
」
『
追
手
門
経
済
・
経
営
研
究
』
第
二
号
(
平
成
七
年
)

二
九
頁
以
下
。
小
株
主
の
定
義
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
株
式
法
上
、
規
定
さ
れ
て
い
な
い
株
主
の
呼
称
で
、
極
わ
ず
か

ば
か
り
の
株
式
し
か
保
有
し
て
い
な
い
の
で
、
個
人
と
し
て
は
実
際
上
株
主
総
会
や
取
締
役
会
へ
の
影
響
が
ま
っ
た
く
な
い
株
主
を
い
う
」
(
戸
口
・

ω
n
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・
ロ
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r
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∞
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阿
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N
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5
E
R
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ド
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ツ
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誠
実
義
務
の
理
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法
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叢
』
第
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第
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(
平
成
六
年
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四
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(
注
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。
昨
日

2
判
決
の
概
要

一
九
八
八
年
、
白
円

5
2
社
(
以
下
、

G
社
)
は
大
き
な
経
済
的
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
取
引
上
の
損
失
と
多
額
の
年
金
債
務
と
に

よ
っ
て
、

G
社
は
経
営
の
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
取
締
役
会
(
〈
R
E
E
)
は
、
銀
行
、
年
金
保
証
団
体

9
8
3
5胃
Z'

E
口
阿
国
語

E
ロ
)
、
被
用
者
(
〉
HFag各
自
負
)
等
の
債
権
者
と
会
社
再
建
計
画
に
つ
い
て
交
渉
し
、
そ
の
合
意
を
得
た
。
そ
の
際
の
条
件
と

Girmes判決にみる小株主の誠実義務

し
て
、
株
主
の
協
力
の
も
と
、
既
に
生
じ
て
い
る
損
失
分
の
相
殺
の
た
め
に
五
対
二
の
割
合
で
減
資
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
計
画

に
対
し
て
は
株
主
の
大
方
も
賛
成
し
た
の
で
、
取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
は
株
式
法
二
二
二
条
一
項
一
文
お
よ
び
二
二
九
条
に
よ

り
、
株
主
総
会
決
議
を
提
案
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

G
社
の
株
式
約
二
七
%
を
保
有
す
る
∞
巳
ぎ
出

o
s
g
g
(被
告
)
が
こ
の
計
画
に
対

し
て
異
議
を
申
し
立
て
た
。
こ
の
再
建
計
画
で
は
、
一
方
的
に
小
株
主
の
負
担
と
な
る
点
を
指
摘
し
、
銀
行
に
さ
ら
な
る
債
権
の
放
棄

を
求
め
る
こ
と
で
減
資
は
五
対
三
の
割
合
で
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
結
局
、
株
主
総
会
で
は
必
要
と
さ
れ
る
四
分
の
三
以
上
の
賛

成
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
再
建
計
画
は
頓
挫
し
減
資
手
続
も
議
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
わ
ず
か
三
週
間
後
、

G
社
は
破
産
の

G
社
の
株
主
は
そ
の
す
べ
て
の
投
資
を
失
っ
た
。
そ
れ
で
被
告
に
損
害
賠
償
を

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

求
め
た
。

こ
の
被
告
は
証
券
情
報
雑
誌
』
$
2
2
0
8
5
m
o
-
E
の
発
行
者
で
、
自
身
は
G
社
の
株
主
で
は
な
く
単
な
る
議
決
権
代
理
行
使
人
で

あ
っ
た
。
被
告
は
自
己
の
発
行
す
る
雑
誌
の
中
で
、
議
決
権
代
理
行
使
の
委
任
を
募
り
、
そ
の
代
理
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
議
決
に
与
る
株
式
資
本
の
約
三
九
・
一
七
%
の
議
決
権
代
理
行
使
人
と
し
て
前
記
提
案
(
五
対
二
の
減
資
)
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
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た
原
告
は
被
告
に
議
決
権
の
代
理
行
使
の
委
任
を
認
め
な
か
っ
た
株
主
で
、
被
告
に
G
社
再
建
の
失
敗
に
つ
い
て
の
責
任
を
と
ら
せ
よ
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う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
株
主
聞
の
誠
実
義
務
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
被
告
は
G
社
の
再
建
案
に
同
意
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と

つ
ま
り
、
被
告
は
G
杜
の
株
主
で
は
な
い
に
せ
よ
、
委
任
を
募
り
減
資
決
議
阻
止
に
必
要
な
だ
け
の
議
決
数
を
獲
得

し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
に
対
し
て
は
株
主
と
同
様
、
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
の
視
点
の
も
と
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
と
い

い
う
の
で
あ
る
。

う
の
で
あ
る
。

律
関
係
が
問
題
と
な
る
限
り
に
お
い
て
は
、
社
員
の
も
と
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。

右
主
張
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
誠
実
義
務
が
存
在
す
る
の
は
、
社
員
相
互
の
法

そ
の
社
員
に
つ
い
て

し
た
が
っ
て
そ
の
違
反
も
、

の
み
法
律
上
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え

(
G
社
の
)
株
主
で
な
い
被
告
に
は
、
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
に
服
す
る

い
わ
れ
は
な
く
、
か
か
る
義
務
違
反
に
よ
る
責
任
も
負
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
述
ベ
て
、
続
け

て
小
株
主
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
多
数
派
株
主
の
み
が
少
数
派
株
主
あ
る
い

は
小
株
主
に
対
し
て
誠
実
義
務
を
負
う
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
少
数
派
株
主
あ
る
い
は
小
株
主
も
ま
た
、
多
数
派
株
主
に
対
し
て
あ
る

い
は
他
の
少
数
派
・
小
株
主
に
対
し
て
誠
実
義
務
を
負
う
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
き
本
判
決
は
従
来
の
判
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
株
主
と
会
社
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
株
主
相
E
の
関
係
も
ま
た

「
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
得
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
株
式
会
社
に
お
い
て
株
主
は
他
の
株
主
の
会
社
に
関

す
る
利
益
を
侵
害
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
の
対
抗
措
置
と
し
て
会
社
法
上
、
か
か
る
利

益
を
劃
酌
す
べ
き
義
務
も
ま
た
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
従
来
の
判
例
で
は
小
株
主
に
も
「
会
社
法
上
の

誠
実
義
務
」
が
求
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
で
あ
っ
た
。
も
っ
ぱ
ら
、
多
数
派
支
配
に
対
す
る
制
約
を
設
定
す
る
た
め
の
義

務
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
株
主
全
般
に
、
そ
の
社
員
権
の
行
使
や
共
同
管
理
権
お
よ
び
監
督
権
(
冨
マ

〈四円巧国一円巳ロ岡田
E

ロ
邑
関
O

ロ
円
三
宮
門
宮
町
)
の
行
使
に
際
し
て
、

一
定
の
枠
す
な
わ
ち
制
約
を
設
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
未
解
決
の
ま
ま
と

さ
れ
て
き
た
。
本
判
決
は
、
学
説
上
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
見
解
に
、
原
則
と
し
て
、
従
う
べ
き
旨
を
述
ベ
た
。
す
な



わ
ち
、
株
主
全
般
の
義
務
と
し
て
の

「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
肯
定
し
た
の
で
あ
り
、
小
株
主
も
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
に

服
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

註

Girmes判決にみる小株主の誠実義務

(
5
)

切
の
出
N
H
C
U
-
H∞A
T
H
?ぇ・

(
6
)

判
決
は
本
文
の
よ
う
に
述
ベ
、
次
の
通
り
各
論
者
を
掲
げ
る

(
4岡
戸
〉
の
呂
田
-
S
O
)
。
し
か
し
、
論
者
に
よ
り
微
妙
に
そ
の
主
張
に
は
差
異
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
は
、
少
な
く
と
も
、
学
説
中
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
従
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
〈
包
-
C・
国
民
『
R-

〉
}
a
g何冊印叩門
N-
冨
ロ
ロ
n
F
g
w
同由也
ω・
2
E
H
N一N・
同
点
ヨ
・

NU--ロ
m
F
間内
D
E
R
-ハ
O
B
B
-
同・〉

E
P
問
。

z
w
z
h
-
L
g
h
F
巴
ロ
--HNN・
H
S一回・
4
『

-
a叩
g
g
p

の町田町一一∞
nE即時門開門
m
n
Z
F
富
田
口
n
F
m
p
H由∞
0・
申
∞
ロ

ω一日内・

ω
n
F
B広
?
の
開
田
町
-
z
n
E津田同町円
}HFN・〉丘]・・聞内
D
E・
E
-
白・・

HU由】・・申
NOH〈
ω・剛一
ω
∞円台一一、
Hd・

-N包回目♂

HNmnZ
円四伺円一関白司昨白]阻町田町
-znF担当げ一
-
N・〉ロ
p-
富
田
口
nF巾
P
H也市
WM-

一戸NHNN・
ω印
一
回
・
の

E
口
町
毛
色
子
。
伺
回
目
=
田
口
町
田
『
門
印
『
巾
nz-
、H，P
玄ロ
mmwpH由主ぜ

ω-Nω0・
M
g一
者

-
d百
戸
、
H，円
2
8
2
n
Z
E
〉
}
丘
町
民
m
n
F
巧
冨

Hus-AF∞
H
R
右
の
中
で
、
国
・
4

司
E
H白
g
gロ
や
ヨ
・

N
g
E
R
は
小
株
主
の
影
響

力
の
無
さ
か
ら
、
小
株
主
は
誠
実
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
旨
述
べ
て
い
る
。
な
お
、

C
・
出
口
問
問
白
円
の
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
に
、
名
島
利
喜
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
の
機
能
と
目
的
|
|
己
毛
市
国
民
間
四
円
の
見
解
を
中
心
と
し
て
|
|
」
『
富
士
大
学
紀
要
』
第
二
八
巻

第
一
号
(
平
成
八
年
)
七
五
頁
以
下
参
照
。

。
吉
岡
高
ω
判
決
の
検
討

こ
こ
で
の
町
5
2
判
決
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
手
掛
か
り
を
得
る
た
め
に
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
に
つ
い
て
今
一
度
整

理
し
て
お
く
。
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「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
巡
る
議
論
の
中
心
は
、
ハ
円
「
誠
実
義
務
」
を
負
う
の
は
誰
か
、
多
数
派
株
主
の
み
か
、
少
数
派
株
主

に
も
そ
し
て
小
株
主
で
あ
っ
て
も
こ
の
義
務
に
服
す
る
の
か
。
。
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
に
よ
る
拘
束
」
は
株
主
相
互
の
関
係
に
お
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そ
し
て
臼
議
決
の
際
、
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
違
反
の
場
合
、
株
式
法
上
い
か
な
る
制
裁
が
課

さ
れ
る
の
か
、
と
り
わ
け
不
誠
実
に

(
5
2
E丘
四
)
議
決
権
を
行
使
し
た
株
主
は
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
の
か
。
以
上
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
付
、
口
は
前
述
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
そ
の
方
向
性
は
定
ま
っ
て
お
り
、
日
は
の
町

B
g
判
決
を
契
機
と
し
て
、
今
日
議
論
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
る
論
点
で
あ
る
。

い
て
も
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
。

以
下
、
こ
こ
で
は
け
、
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
白
に
つ
い
て
は
次
に
、
別
個
独
立
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

付
は
多
数
派
株
主
の
誠
実
義
務
の
少
数
派
株
主
へ
の
、
あ
る
い
は
小
株
主
へ
の
拡
張
の
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
株
主
に
関
す

る
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
巡
る
議
論
は
、
い
わ
ば
支
配
株
主
と
し
て
の
多
数
派
株
主
の
義
務
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
ま
ず
ラ

イ
ヒ
裁
判
所
判
決
で
は
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
関
係
で
の
誠
実
義
務
を
承
認
す
る
も
の
の
、
株
主
相
互
間
で
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て

一
九

O
八
年
四
月
八
日
の

3
Z
F
R
E同
友
判
決
で
は
、
株
式
取
得
者
に
対
し
て
多
数
派

は
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
き
た
。
例
え
ば
、

株
主
の
専
制
的
な

(
E
Z
B
R
F円
位
ロ
宮
)
決
定
権
限
を
承
認
す
る
よ
う
、
不
当
に
も
同
裁
判
所
は
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
一
九
七
八
年
三
月
二
二
日
の
ヨ
阿
佐

+
r
q
n
判
決
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
規
準
を
打
ち
立
て
た
。
す
な
わ

ち
、
少
な
く
と
も
新
株
引
受
権
排
除
増
資
決
議
の
場
合
、
多
数
派
の
決
定

(
H
新
株
引
受
権
の
排
除
)
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
少
数
派
社

員
利
益
に
対
す
る
関
係
で
相
当
と
さ
れ
る
会
社
の
利
益
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
規
準
で

あ
る
。多

数
派
株
主
の
誠
実
義
務
は
、
組
合
契
約
か
ら
で
は
な
く
法
律
に
よ
る
特
別
地
位
と
し
て
の
社
員
地
位
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
有
限
責
任
会
社
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
」
寸
『
ε
判
決
に
基
礎
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、
少
数
派

社
員
も
し
く
は
他
の
社
員
に
対
す
る
誠
実
義
務
の
意
味
で
の
配
慮
義
務

(Enzzεpg
が
、
業
務
執
行
へ
の
影
響
に
よ
る
少
数

派
社
員
の
会
社
に
関
す
る
利
益
を
侵
害
す
る
可
能
性
か
ら
生
じ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
一
九
八
八
年
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁

判
所
は
、
先
の
ト
5
2否。
ε
判
決
に
お
い
て
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
も
誠
実
義
務
の
妥
当
す
る
こ
と
を
初
め
て
認
め
た
の
で
あ
る
。



そ
れ
は
株
式
会
社
と
有
限
責
任
会
社
と
に
お
け
る
類
似
性
や
、
組
織
形
態
に
み
る
変
換
可
能
性
に
よ
る
法
形
態
に
お
け
る
交
換
可
能
性

こ
の
可
能
性
は
人
的
会
社
に
お
い
て
も
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
い
え
る
。
多
数
派
株
主
の
誠
実
義
務

が
理
由
と
さ
れ
て
お
り
、

は
、
爾
来
、
判
例
上
も
学
説
上
も
、
定
着
し
て
い
る
。

Ginnes判決にみる小株主の誠実義務

誠
実
義
務
の
少
数
派
株
主
(
小
株
主
)
へ
の
拡
張
は
ト

z
o
q宮
ε
判
決
に
倣
っ
て
、
之
の
町
5
2
R
判
決
の
訴
訟
過
程
の
中
で
具
体
的

に
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
拡
張
は
、
学
説
上
有
力
に
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
、
広
く
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
り
に
つ
い
て
み
る
と
、
株
式
会
社
と
い
う
資
本
会
社
と
し
て
の
特
性
が
極
め
て
強
い
種
類
の
会
社
に
、
「
会
社
法
上
の
誠
実

義
務
」
が
株
式
会
社
と
株
主
と
の
関
係
以
外
に
株
主
相
互
の
関
係
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
争
い
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
方
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
今
日
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
判
例
も
ト
s
o
Q宮
ε
判
決
に
お
い
て
、
多
数
派

株
主
の
側
か
ら
の
み
で
は
あ
る
が
、
同
じ
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
学
説
で
は
、
戸
田

2
8
に
よ
れ
ば
、
大
株
主
の
側
か
ら
で
あ
れ
逆

に
小
株
主
の
側
か
ら
で
あ
れ
、
株
主
相
互
関
係
に
お
け
る
誠
実
義
務
は
認
め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
小
株
主
が
い

わ
ゆ
る
少
数
阻
止
勢
力

(ω
胃
日
昆

E
与
さ
を
形
成
す
る
場
合
に
、
小
株
主
の
誠
実
義
務
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
円
∞

nvE舎
に
よ
れ
ば
、
団
体
と
そ
の
構
成
員
と
の
法
律
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
株
主
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
団
体
に
対
す
る
法
律
関
係
と
し
て
の
構
成
員
資
格
(
し
た
が
っ
て
、
会
社
の
場
合
は
社
員
資
格
)
は
、
特
別
法
関
係

(
ω
D
E
R・

5
n
F門
的

σ
g
S
E伺
)
を
形
成
す
る
と
み
て
お
り
、
こ
の
特
別
法
関
係
は
、
構
成
員
と
当
該
団
体
と
の
間
の
み
な
ら
ず
、
構
成
員
聞
に
も
及

ぶ
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
特
別
法
関
係
の
二
重
の
方
向
は
、
と
く
に
構
成
員
(
し
た
が
っ
て
株
主
の
忠
実
義
務
お
よ
び
配
慮
義
務
に

と
り
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
・

ω各
自
広
円
の
見
解
で
は
、
こ
の
特
別
法
関
係
を
基
礎
づ
け
る
法
的
根
拠
と
し
て
ド
イ
ツ
民

法
典

(
B
G
B
)

二
四
二
条
が
挙
げ
ら
れ

381 

一
般
忠
実
義
務
を
表
す
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
一
般
忠
実
義
務

は
、
具
体
的
な
(
会
社
の
利
益
・
会
社
の
福
祉
の
)
促
進
義
務
お
よ
び
(
会
社
お
よ
び
他
の
株
主
の
)
利
益
保
護
義
務
へ
と
集
約
さ

れ
、
こ
の
義
務
が
誠
実
義
務
と
呼
ば
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
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こ
の
株
主
相
互
関
係
に
お
け
る
誠
実
義
務
に
つ
き
、
次
に
述
ベ
る
議
決
権
行
使
と
の
関
連
で
み
た
場
合
、
そ
の
内
容
は
一
般
的
に
、

他
の
株
主
の
社
員
資
格
に
よ
る
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
到
。

註

(
7
)

自門
5
2
判
決
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
会
社
再
建
に
対
し
て
妨
害
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
、
会
社
再
建
阻
止
に
よ
り
利
益
を
失
っ
た
会
社
利
害
関

係
人
は
ど
の
よ
う
な
救
済
が
可
能
で
あ
る
か
に
つ
き
、
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
の
視
点
か
ら
そ
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
の
試
み
が
あ
る
。
〈
包
・
「

出血田町
B
S三
ω
F
O
σ
巳円
=
r
E巳
DD
伺巾間四ロ

ω
田口-四円ロロ同巾ロロロ己伺叩回目=目
ny同岸田円四
n
F門ロ
nFm
寸円
m
Z司巴
n
F
S
F
N国
何
回
出
()(HU甲
田

)-HO
由民・

(
8
)

〈
包
・
国
・
切
己
ロ
伺
巾
円
F
U
5
叶
B
E司邑
nF円円日目的

g
s
ι
開門
F
2門的出宵一氏。ロ肺門的
-
U回
HU申印一
-
H
叶品川田町一』・同市ロロ巳
n
v
p
叶円四ロ司自
FnzmH
二
S
K戸
E
5ロ門巾
n
z
-
〉
n-M

H由印

(Hmw申印)・

N
M
Y
N
A
F
C円

(
9
)

問。
N

2
・
Nω
印
・
官
印
『
一
回
・
4

司芯【日開吉田口口、白・白

-c・h
-
A
F
B
-

(
叩
)
切
の
Z
N
叶
H

・
kg・
本
判
決
に
つ
き
、
別
府
三
郎
『
大
株
主
権
力
の
抑
制
措
置
の
研
究
』
(
平
成
四
年
)
二
二
七
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
切
の
国
N
叶
H
L
C
L
9
4悶
-
-
C
・
出
口
問
m
F
白・国・
0
・
ふ
呂
町
周
N
-
N
印
一
回
・
回
ロ
ロ
回
目
見
・
白
・
白
・
。
・
ま
た
、
拙
稿
前
掲
註
(
2
)
三
三
頁
参
照
。

(
ロ
)
∞
の

E
N
S
.
5・
本
判
決
に
つ
き
、
早
川
勝
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
有
限
会
社
の
過
半
数
社
員
の
誠
実
義
務
に
つ
い
て
|
|
I
T
T
事
件
判
決

を
手
が
か
り
と
し
て
1
1
」
『
下
関
商
経
論
集
』
二

O
巻
二
号
(
昭
和
五
一
年
)
六
一
頁
以
下
参
照
。
誠
実
義
務
の
出
所
に
つ
い
て
、
本
文
で
は
社
員

地
位
に
あ
る
と
記
し
た
が
、
そ
れ
は
ヨ
日
寸
『
R

判
決
を
手
掛
か
り
と
す
る
考
え
方
の
基
本
的
な
立
場
を
明
確
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
誠

実
義
務
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
、
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

』・国

g
R
R
E
S
-白・
0
・
)
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典

(
B
G
B
)
二
四
二
条
に
い
う
「
信
義
誠
実
原
則
」
に
根
拠
を
求
め
、
会
社
法
的
に
集
約
さ
れ
た

も
の
が
誠
実
義
務
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
こ
の
立
場
を
貫
け
ば
、
一
般
的
な
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
は
す
べ
て
の
株
主
に
妥
当
し
、
多
数
派
株

主
、
少
数
派
株
主
そ
し
て
小
株
主
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
立
場
を
さ
ら
に
敷
街
さ
せ
「
会
社
定
款
」
に
よ
る
根
拠
を
強
調
す
る
の

が、

C
・出
p
m
『巾門(白・同・
0
・・
2
E
-凶
N

・
G-
な
お
、
名
島
前
掲
註
(
6
)
七
六
|
七
九
頁
参
照
)
で
あ
る
。
別
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
誠
実
義
務
は
社
員
資

格
に
、
よ
り
厳
密
に
は
B
G
B
七
O
五
条
の
促
進
義
務
(
ま
円
含
門
司
自
己
昆
)
に
由
来
す
る
も
の
と
さ
れ
る
(
巧
-
d
g
g
L・白・
0
・
)
。
さ
ら
に
は
、
現
行

法
に
出
所
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
誠
実
義
務
は
司
法
に
よ
る
法
の
発
展
(
ロ
円
宮
町
忌

n
Z
宮
口
宮
田
町
D
E
F
-
-
E口
問
)
の
適
用
事
例
と
し
て
の
み
考
察
さ

れ
る
、
と
の
立
場
も
あ
る
(
富
・

3
田nFro-
、H，B
E
E
-
n
F
gロ
】
白
河

R
Z
号
ユ
ロ
江
田
丘
団
n
F
g
宮門問。ロ
g

L
口
一
司
自
己
田
口
可
野
呂
円
周
ORω
由
民
兵

N
E
B
叶。・

の巾
σ
ロユ∞
g
m
-
回目-己巳『四円間・

ωHω
・
ω
N
0
・)。
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(n) 

に
問
題
と
な
る
。

例
え
ば
、
減
資
あ
る
い
は
増
資
に
つ
い
て
株
主
総
会
は
決
議
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
、
株
主
は
自
己
の
議
決
権
を
企
業
の

つ
ま
り
こ
の
こ
と
は
、
会
社
の
機
関
が
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
の
と
同
様
、
個
々
の
株
主
い

ず
れ
に
も
企
業
の
決
定
に
関
し
て
の
裁
量
権
が
帰
属
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
裁
量
権
の
範
囲
で
は
、
い
ず
れ
の

決
定
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
議
決
権
に
つ
き
、
そ
の
行
使
は
権
利
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
採
り
得
る
手

段
の
な
い
場
合
に
は
、
事
情
は
異
な
る
。
巴
円

B
g
判
決
で
は
、
損
失
分
相
殺
の
た
め
に
減
資
手
続
を
行
い
会
社
の
再
建
を
図
る
以
外

一
定
の
方
向
に
向
け
て
の
決
定
義
務
の
た
め
に
、

決
定
の
た
め
に
行
使
す
る
わ
け
で
あ
る
。

に
、
そ
の
当
時
、
方
途
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
、

つ
ま

り
、
会
社
の
被
る
損
失
回
避
の
た
め
に
、
通
常
認
め
ら
れ
る
決
定
の
自
由

(
H
裁
量
権
の
範
囲
)
は
狭
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

(
包
)

る
。
積
極
的
な
議
決
義
務

e
g
E
5
2
-
B
E
E
-
n
Z
)
と
し
て
肯
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
い
え

認
め
ら
れ
る
。

本
判
決
の
よ
う
に
、
議
決
権
の
行
使
の
在
り
方
に
客
観
的
な
誠
実
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
に
基
づ
く
決
議
に
は
璃
庇
が

し
た
が
っ
て
、
本
決
議
は
取
消
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
本
件
で
は
、

G
社
の
経
済
的
危
機
が
差
し
迫
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
決
議
取
消
訴
訟
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。
本
判
決
で
は
決
議
取
消
に
つ
い
て
は
、
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
会
社
に
と
っ
て
の
損
害
回
避
の
手
段
と
し
て
、
決
議
取
消
は
有
効
な
方
法
と
い
え
よ
う
。

誠
実
義
務
に
違
反
す
る
議
決
権
の
行
使
の
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

一
般
論
と
し
て

は
、
誠
実
義
務
の
違
反
は
積
極
的
な
会
社
法
上
の
義
務
違
反
で
あ
る
か
ら
、
市
民
法
上
の
帰
結
と
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
生
じ
る
こ
と

で
は
、
本
判
決
に
み
る
誠
実
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
の
態
様
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
。
次
に
、
こ
の
点
に

に
な
る
。

つ
い
て
、
と
く
に
小
株
主
に
関
し
て
検
討
し
て
み
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
誠
実
義
務
の
違
反
は
、
原
則
と
し
て
、
小
株
主
の
損
害
賠
償
義
務
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
同
裁
判
所
は
、
小
株
主
の
議
決
権
の
行
使
に
あ
た
っ
て
、
結
果
的
に
不
測
の
責
任
を
生
じ
る
こ



と
の
な
い
よ
う
、
厳
格
な
要
件
を
打
ち
立
て
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
株
主
に
誠
実
義
務
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
株
主
は
過
失

に
よ
る
誠
実
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
気
遣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
小
株
主
の
場
合
は
、
誠
実
義
務
違
反
が
威

嚇
と
な
っ
て
、
現
実
に
株
主
総
会
へ
の
影
響
力
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
勢
力
を
弱
め
る
こ
と
に
も
な
る
か
ら
で

(
お
)

あ
る
。
小
株
主
保
護
の
た
め
の
、
誠
実
義
務
違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
要
件
の
明
確
化
を
図
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ

う
な
要
件
が
挙
げ
ら
れ
る
か
、
以
下
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
な
ぜ
誠
実
義
務
違
反
と
な
る
か
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
当
該
議
決
権
の
行
使
が
会
社
に
と
っ
て
不
利
益
を
も
た
ら
す
と

Girmes判決にみる小株主の誠実義務

つ
ま
り
会
社
へ
の
影
響
を
利
用
し
た
点
に
誠
実
義
務
違
反
と
な
り
得
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
大
株
主
で
あ
ろ
う
が
少
数
株
主
・
小
株
主
で
あ
ろ
う
が
違
い
は
な
い
。
「
会
社
へ
の
影
響
の
利
用
」
を
理

由
と
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
株
式
法
一
一
七
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
も
同
条
一
項
を
取
り

の
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。
し
か
し
学
説

い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

上
げ
る
。
そ
し
て
、
議
決
権
行
使
に
よ
る
誠
実
義
務
違
反
の
責
任
を
「
故
意

2
R
E
Nこ

の
中
に
は
、
同
条
七
項
一
号
に
お
い
て
議
決
権
行
使
の
場
合
に
は
、
同
条
の
義
務
の
排
除
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誠
実
義
務

違
反
の
場
合
の
損
害
賠
償
義
務
に
つ
い
て
、
同
条
の
「
故
意
」
要
件
に
責
任
の
限
定
を
係
ら
せ
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
も
の
も
あ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
同
条
七
項
一
号
に
よ
る
責
任
排
除
と
い
う
「
障
害
」
を
克
服
す
る
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
条
七
項

一
号
が
狼
拠
と
し
て
い
る
の
は
、
社
員
関
係
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
不
法
行
為
法
上
の
も
の
に
限
ら
れ
る
、
と
の
考
え
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
聞
に
も
誠
実
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
で
は
、

賠
償
義
務
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
の
主
張
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、

一
一
七
条
は
同
義
務
違
反
に
よ
る
損
害

一
一
七
条
七
項
一
号
は
制
限
的
に
、
す
な
わ
ち
適
法
で
あ
る

た
め
に
取
消
が
で
き
な
い
議
決
権
の
行
使
の
み
に
妥
当
す
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
も
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

385 

よ
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
損
害
の
発
生
が
決
議
取
消
訴
訟
の
提
起
に
よ
っ
て
も
阻
止
さ
れ
得
な
い
場
合
に
は
、
議
決
権
の
行
使

(
泊
)

に
基
づ
く
責
任
は
排
除
さ
れ
な
い
も
の
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
の
問
題
と
し
て
、
損
害
賠
償
義
務
と
決
議
取
消
訴
訟
と
の
関
係
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
学
説
上
、
誠
実
義
務
違
反
に
よ

る
損
害
賠
償
義
務
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
決
議
が
有
効
に
取
消
さ
れ
る
と
い
う
要
件
の
も
と
で
の
み
で
あ
る
、
と

す
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
立
場
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

も
っ
ぱ
ら
、
決
議
取
消
判
決
が
下
さ
れ
て
も
そ
の
効
果
を
遡
及
さ
せ
る
際
に
、
そ
の
聞
に
生
じ
た
法
律
効
果
に
対
し
て
は
も
は
や
遡
及

し
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
決
議
取
消
訴
訟
は
成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
員
権
を
侵
害
す
る
決
議
が
依
然
有
効
で
あ
る
た
め
、
決
議
取

消
訴
訟
を
以
て
し
で
も
損
害
の
発
生
を
阻
止
で
き
な
い
場
合
に
も
、
株
主
に
は
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に

と
ど
ま
る
。
そ
し
て
、
本
件
と
右
に
み
た
状
況
に
鑑
み
て
、
ド
イ
ツ
株
式
法
二
四
六
条
一
項
の
取
消
期
間
内
に
破
産
が
申
し
立
て
ら
れ

た
り
、
破
産
が
開
始
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
取
消
訴
訟
の
提
起
を
求
め
る
こ
と
は
、
正
当
な
理
由
の
な
い
形
式
主
義
に
堕
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

他
の
株
主
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
取
引
所
相
場
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
、
誠
実
義
務
違
反
の
時
点
で
の
株
式
の
市
場
価
値
が
根
拠
と

な
る
。
こ
の
相
場
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
も
損
害
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
額
の
算
定
に
つ
き
、
活
動
し

て
い
る
企
業
の
価
値
の
現
実
的
な
評
価
に
、
優
先
的
に
入
れ
ら
れ
る
通
常
の
価
格
形
成
的
要
素
が
基
準
と
な
る
の
で
は
な
く
、
投
機
的

な
要
因
が
決
定
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
場
合
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
要
件
と
な
る
の
は
、
義
務
違
反
が
犯
さ
れ
ず
、
か
つ
株
式
が
こ

の
義
務
違
反
に
基
づ
き
価
値
を
喪
失
す
る
こ
と
の
な
い
場
合
に
、
原
告

(
H
株
主
)
が
こ
の
相
場
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
損
害
額
に
は
、
企
業
の
現
実
の
価
値
に
、
持
ち
分
に
応
じ
て

(SE--四
)
対
応
す
る
株
式
の
価
値
が
含
ま
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
損
害
額
は
秘
密
準
備
金
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
暖
簾
も
合
め
て
算
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
損
害
の
中
に
は
、
株
主
に
発
生

し
た
損
害
(
株
価
の
減
少
)
は
間
接
的
な
も
の
で
、
む
し
ろ
株
式
会
社
自
身
の
損
害
の
「
反
射
作
用
(
何
色
史
)
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
み
ら

そ
の
限
り
で
原
告

(
H
株
主
)
は
自
分
の
た
め
に
(
寄

2
5
損
害
賠
償
の
弁
済
を
請
求
す
る
資
格
を

れ
る
も
の
も
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、



有
さ
な
い
、
も
の
と
み
ら
れ
る
。

で
は
、
株
主
に
と
り
損
害
賠
償
の
弁
済
そ
れ
自
体
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
か
。
右
に
み
た
損
害

が
補
償
(
宮
師
向
-mwZと
さ
れ
る
の
は
、
会
社
の
財
産
の
弁
済
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
株
主
個
人
の
財
産
の
弁
済
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
反
射
作
用
」
と
し
て
の
損
害
以
外
の
、
固
有
の
損
害
が
個
々
の
株
主
に
発
生
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
株
主

は
弁
済
そ
れ
自
体
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

解
釈
上
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
小
株
主
は
議
決
行
動
に
関
し
て
の
誠
実
義
務
を
、
他
の
株
主
に
対
し
て
負
う
こ
と
と
な
る
か

ら
、
他
の
株
主
の
固
有
の
損
害
賠
償
請
求
権
も
問
題
と
な
る
。
し
か
し
判
決
で
は
、
株
式
会
社
の
資
本
維
持
の
原
則
に
よ
り
、

求
権
は
株
主
個
人
の
場
合
と
会
社
の
そ
れ
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
へ
の
弁
済
の
み
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
反
射
作
用
」
に
よ
る
損
害
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
株
主
が
誠
実
義
務
に
反
し
て
い
る
他
の
株
主
に
会
社

こ
の
請

Ginnes判決にみる小株主の誠実義務

財
産
へ
の
弁
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
不
誠
実
な
議
決
権
行
使
の
前
に
有
し
て
い
た
価
値
を
当
該
株
式
が
一
再
び
獲
得
す
る
限

り
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
上
、
訴
え
は
破
産
債
権
者
に
有
利
な
も
の
と
し
て
の
姿
を
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
け
だ
し
、
ほ
と

ん
ど
損
害
賠
償
の
弁
済
は
債
権
者
保
護
の
方
向
へ
流
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
な
特
殊
な
状
況
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
例
外
的

に
、
株
式
価
値
の
低
下
に
よ
る
損
害
を
認
め
る
こ
と
が
、

か
も
し
れ
な
い
。

こ
と
に
よ
れ
ば
価
値
的
に
言

2
5岡
田
急
虫
色
、
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
な
る

註
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(
辺
)
ド
イ
ツ
株
式
法
二
四
三
条
で
、
株
主
総
会
決
議
取
消
事
由
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
か
つ
て
は
議
決
権
の
濫
用
が
問
題
と
さ
れ
た
が
、
決
議
取
消
権

の
濫
用
も
今
日
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
誠
実
義
務
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
拙
稿
前
掲
註
(
2
)
参
照
。

(
お
)
宮
-
F
E
Z円・白・白・
0
・・

HOE-

(μ)
〈
包
-
C・
出
回
再
開
H
1

・回・白・

0
・・陥
H
J可
申
河
N
・
ω。・
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(
お
)
〈
四
-
-
云
-
F
E
Z
F
同・白・
0
・

(
m
m
)

〈
同
「
出
・
切
口
口
問
目
立
・
白
・
白
・
0
・・
H

吋印印・

(
幻
)
他
の
場
合
の
誠
実
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
同
裁
判
所
は
未
解
決
の
ま
ま
と
し
て
「
故
意
」
の
場
合
に
限
定
す
る
か
ど
う
か

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
〈
伺
-
-
〉
の
巴
也
印
・

ω斗印・

(
お
)
例
え
ば
、
戸
富
国

g
n
F
E
B
R
目・白・
0
・w
H

∞申
I
S
O
-
-同・富田
a
n
F
B
E
g
q
は
、
同
条
項
が
対
象
と
す
る
の
は
業
務
執
行
措
置
に
関
し
て
の
決
議
の

場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
定
款
変
更
の
場
合
で
あ
る
と
か
内
部
組
織
に
関
し
て
の
措
置
の
場
合
で
は
な
い
、
と
す
る
(
同
・
国
・
0
・噂

5
0・)。

(
m
U
)

〈
伺
「
冨
・

0
5
Z
F
白・出・
0
・・

5
品・

(
初
)
者

-
d
g
p
出・出・
0
・1
件
当
・
ま
た
、
〈
包
・
戸
巧
ぽ
門
日
冊
目
白

E
L・国・
0
・・

2
-
E・
な
お
、
戸
富
民
田
nv'切白
5
2
は
こ
の
制
限
的
解
釈
に
反
対
す
る
。

(
泊
)
〉
の
巴
由
印

L
・由・
0
・
ま
た
、

4
m
]
・』

-zgRwzw
白・白・
0
・・
N
J
1
0
S
H
-

(
辺
)
〈
m--E・
切
ロ
ロ
岡
町
立

L
・白・
0
・
こ
れ
は
、
有
限
責
任
会
社
法
に
お
け
る
通
説
の
立
場
で
あ
る
。
〈
巴
-
H
N

・冨白

gnFE回国
B
R
白・田・。・

(
お
)
〉
の

]5由一♂

ω寸品
lω
叶印・

(
鈍
)
〉
の
]
F
U
U
印・

ω叶印・

(
お
)
開
σ開口色白・

(
お
)
〉
の
]
{
也
市

V

一戸

ω叶由・

(
幻
)
何
『
巾
ロ
己
白
・

(
お
)
開
『
開
口
品
同
・

(
ぬ
)
〈
包
・
出
・
田
口
口
問
自
門
F
白・白・
0
・・
H

斗印由・

(
川
叫
)
何
σ
巾
ロ
己
白
・

(
但
)
包
括
邑
田
・
出
・
回

5mm込
は
、
判
決
か
ら
み
た
結
論
と
し
て
、
少
数
派
株
主
(
小
株
主
)
の
損
害
賠
償
に
よ
る
大
き
な
危
険
は
な
く
、
一
般
的
に
少

数
派
株
主
(
小
株
主
)
の
議
決
行
動
に
対
す
る
効
果
的
な
損
害
賠
償
訴
訟
の
実
際
上
の
重
要
性
は
あ
ま
り
な
い
、
と
評
す
る
。
も
っ
と
も
本
判
決
に
お

い
て
も
|
|
実
際
上
、
実
効
性
の
あ
る
損
害
賠
償
義
務
と
結
び
つ
か
な
い
と
し
て
も
|
|
、
少
数
派
株
主
(
小
株
主
)
の
会
社
お
よ
び
社
員
に
対
す
る

誠
実
義
務
を
承
認
す
る
に
足
り
る
種
々
の
状
況
が
認
め
ら
れ
る
旨
も
併
せ
て
述
ベ
て
い
る
(
叩

Z
E白)。



五

議
決
権
代
理
行
使
人
の
責
任

の
5
5印
判
決
の
も
う
一
つ
の
論
点
と
し
て
、
議
決
権
代
理
行
使
人
お
よ
び
委
任
状
と
り
ま
と
め
に
よ
る
議
決
権
行
使
人
吉
百
B
S

門
司

n
F門
的

σ
ロ
ロ
己
色
町
円
)
に
つ
い
て
も
、

そ
の
議
決
権
の
行
使
の
際
に
は
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
が
及
ぶ
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
本
件
で
は
、
被
告
の
回

o-E
国

O
R
E
Eロ
は
G
社
の
株
主
で
は
な
く
、

G
社
の
株
主
よ
り
議
決
権
代
理
行
使
権
を
委
任
さ
れ
議
決
権

を
有
す
る
に
至
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
議
決
権
代
理
行
使
権
を
委
任
者
を
明
か
す
こ
と
な
く
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
行
使
の

仕
方
は
、
ド
イ
ツ
株
式
法
一
三
五
条
四
項
二
文
お
よ
び
同
条
九
項
に
よ
り
許
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所

Girmes判決にみる小株主の誠実義務

は
、
議
決
権
代
理
行
使
人
に
対
し
て
は
、
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
被
告
が
G
社
の
株
主
で
な

い
こ
と
に
よ
る
。
非
常
に
単
純
で
明
確
な
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
誠
実
義
務
に
代
え
て
、
同
裁
判
所
は
被
告
に
対
し
ド
イ
ツ
民
法
典
一

七
九
条
の
類
推
適
用
に
よ
る
責
任
を
課
し
て
い
る
。
学
説
も
一
般
論
と
し
て
(
寄
品
目
ロ
官
官
5
5、
同
裁
判
所
の
見
解
を
支
持
す
る
も

の
も
あ
る
が
、
錯
綜
し
た
状
況
に
あ
る
。

(
制
)

冨
-
U
B
F
2
は
こ
の
問
題
を
「
提
携
株
主
(
穴
S
E
S
E
E
S
U
B
)
」
と
い
う
標
題
の
も
と
、
検
討
し
て
い
る
。
冨
・
ロ

B
V
2
に
よ
れ

ば
、
委
任
状
と
り
ま
と
め
に
よ
る
議
決
権
行
使
人
(
以
下
、
当
該
議
決
権
行
使
人
と
い
う
)
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
誠
実
義
務
を
負
わ
な

い
も
の
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
議
決
権
行
使
人
が
も
っ
ぱ
ら
委
任
状
に
よ
っ
て
募
っ
た
議
決
権
の
行
使
の
み
に
つ
い
て
同
意

し
て
お
り
、
中
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
で
あ
り
、
何
ら
特
別
の
意
図
(
同
S
N
m
E
を
追
求
し
て
お
ら
ず
、
代
理
さ
れ
る
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株
主
に
指
図
を
求
め
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
株
主
が
何
も
指
図
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
議
決
権
行
使
人
は
そ
の
行
使
を
控
え

(
必
)

る
場
合
で
あ
る
。
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他
方
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
誠
実
義
務
の
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
決
権
の
調
整
者
(
笠
宮
自
R
宮
件
。
。
足
当
主
主
が
故
意

に
、
特
定
の
議
案
を
破
棄
す
る
た
め
に
議
決
権
の
委
任
を
募
っ
た
り
、
あ
る
い
は
株
主
を
し
て
一
定
の
議
決
行
動
を
と
ら
せ
る
よ
う
勧

め
る
場
合
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
小
株
主
が
当
該
議
決
権
行
使
人
の
議
決
推
奨
行
為
に
従
い
、
そ
し
て
事
実
上
、
当
該
議
決
権
の
行

使
に
よ
っ
て
他
の
株
主
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
な
議
決
障
碍
宮
5
5
E
2
5
が
生
じ
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
小

株
主
も
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

冨
-
U
B
F
O円
、
が
殊
更
に
強
調
す
る
の
が
、
誠
実
義
務
は
結
果
に
関
し
て
(
豆
長
5
m
m
z
g
m
g
)
の
み
で
あ
っ
て
、
原
因
に
関
し
て

し
た
が
っ
て
、
委
任
状
と
り
ま
と
め
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
に
関
し
て
は
、

(

円

引

)

株
主
が
自
発
的
に
行
っ
た
か
あ
る
い
は
他
人
の
意
向
に
従
っ
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
冨
・

0
5
F
R

(
4
R
S
E曲
師
何
円

F
R
o
m
g
)
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

の
考
え
を
敷
街
す
る
と
、
誠
実
義
務
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
小
株
主
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
当
該
議
決
権
行
使
人
に
つ
い
て
で
は
な

妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

ぃ
。
も
っ
と
も
代
理
そ
の
も
の
は
、
株
主
に
対
し
て
の
み
効
果
の
及
ぶ
、
代
理
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
誠
実
義
務
違
反
を
認
め
る
こ
と
を

し
か
し
そ
の
場
合
、
誠
実
義
務
違
反
の
議
決
権
の
行
使
は
代
理
権
限
の
臆
越
と
は
み
ら
れ
な
い
。

「
結
果
に
関
し
て
の
誠
実
義
務
」
と
い
う
考
え
へ
の
取
り
組
み
は
行
わ
な

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は

こ
の
冨

-
U
B
F
2
の

か
っ
た
。
同
裁
判
所
は
む
し
ろ
義
務
に
よ
る
拘
束
の
範
囲
よ
り
も
、
誠
実
義
務
の
内
容
の
方
を
重
要
視
す
る
。
そ
し
て
考
慮
に
入
れ
ら

れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
個
々
の
株
主
の
そ
の
つ
ど
の
議
決
権
の
行
使
が
誠
実
義
務
に
反
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
の
義
務
に
反
し
て

譲
渡
さ
れ
た
議
決
権
の
数
が
少
数
阻
止
勢
力
と
し
て
必
要
な
議
決
権
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
達
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
の
み

で
あ
る
。

同
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
よ
う
に
、
誠
実
義
務
は
小
株
主
に
よ
っ
て
議
決
権
の
行
使
を
委
任
さ
れ
た
第
三
者
に
は
及
ば

な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
解
釈
と
し
て
、
誠
実
義
務
は
社
員
関
係
に
起
因
す
る
と
の
立
場
に
た
ち
、
社
員
資
格
を
離
れ
て
は
あ

り
得
な
い
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。



こ
こ
で
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
の
見
解
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
述
ベ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

議
決
権
の
代
理
行
使
人
は
代
理
人
で
あ
っ
て
、
自
身
は
会
社
の
社
員
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
当
該
議
決
権
行
使
人
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
一
六
四
条
一
項
は
次
の
よ
う
に
明
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
代
理
人
は
本
人
の
た
め
に
行
為
す
る
の
で
あ
り
、

自
身
の
た
め
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
代
理
人
は
会
社
と
の
関
係
に
お
い
て
法
的
に
独
自
の
地
位
を
保
持
す
る
も
の
で
は
な
い
。
代

理
人
が
会
社
の
外
部
に
あ
り
そ
し
て
外
部
に
い
る
限
り
、
代
理
人
に
会
社
に
つ
い
て
の
共
同
責
任
を
負
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
代
理

人
が
行
為
す
る
の
は
本
人
で
あ
る
株
主
の
た
め
で
あ
り
、
株
主
と
し
て
で
は
な
い
。
ま
た
、
代
理
人
の
暇
庇
あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
か
ら
(
ド
イ
ツ
民
法
典
二
七
八
条
参
照
)
、
会
社
関
係
者
に
と
っ
て
、
法
律
上
何
ら
不
利
益
を
生
じ
る
も

の
で
は
な
い
。

Girrnes判決にみる小株主の誠実義務

結
論
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
議
決
権
代
理
行
使
人
は
会
社
お
よ
び
他
の
株

主
に
対
し
て
固
有
の
誠
実
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
議
決
権
代
理
行
使
人
の
固
有
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く
。

上
述
の
よ
う
に
、
代
理
人
の
行
為
に
つ
き
本
人
は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
本
人
に
対
し
、
被
害
者
(
会
社

あ
る
い
は
他
の
株
主
)
は
差
押
え
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
一
六
四
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
代
理
に
つ
い
て
「
顕

名
主
義
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
来
、
第
三
者
は
自
分
が
誰
を
相
手
に
し
て
い
る
か
を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
原
則
に
対
し
て
は
若
干
の
例
外
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
株
式
法
一
三
五
条
四
項
二
丈
お
よ
び
九
項
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三
号
に
規
定
さ
れ
る
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
際
の
「
隠
れ
た
代
理
権
」
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
来
は
本
人
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
が
、
議
決
権
行
使
の
代
理
権
が
隠
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
被
害
者
に
そ
の
旨
が
周
知
さ
れ
て

い
な
い
か
さ
れ
得
な
い
場
合
に
は
、
代
理
人
自
ら
が
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
も
、
本
件
に
お
け
る
被
告
の
責
任
に
つ
い
て
市
民
法
上
の
基
本
原
則
に
従
っ
て
判
断
し
て
い
る
。
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註

(
必
)
〉
の
H
U
由一♂

ω叶一戸・

(
必
)
巧
-
d
B
B
は
委
任
状
と
り
ま
と
め
に
よ
る
議
決
権
行
使
人
を
、
誠
実
義
務
の
名
宛
人
と
し
て
、
と
り
わ
け
代
理
人
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
を
示

し
て
い
た
。
〈
阿
「
者

d
B
B
L
-
即・
0
・L
∞∞
l

お由・

(
必
)
冨

-
U
B
F叩♂白・白・
0
・L
印∞

l
H
8・

(
必
)
冨

-
U
B
F
R
L・白・
0
・L
∞「

(
必
)
戸

U
B
E
R・白・回・
0.L215ω
・

(
門
出
)
玄
・
ロ
B
F
R
L・白・
9
L
8・

(
必
)
冨
・
ロ
B
E
m
h
白・白・
0
・L
S
-

(
必
)
〉
の
]
戸
也
市
出
向
Y

白・白・
0.

(
日
)
〈
伺
「
〉
の
巴
自

L
・白・
0
・・
ωゴ
・
同
裁
判
所
は
、
富

-
U
B
F
R
だ
け
で
な
く
、
言
、
ロ
ヨ
ヨ
や

m-
沼田
a
n
y
'
E
B
R
の
見
解
も
受
け
入
れ
な
い
。

(
日
)
〈
間
}
・
冨
-
F
口口
m
F
白・白・
0
・

(
臼
)
戸
∞

5mm立
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
結
論
と
し
て
の
B
u
g
判
決
で
は
、
被
告
が
ど
の
よ
う
な
目
的
を
以
て
委
任
状
と
り
ま
と
め
に
よ
る
議
決
権
を
行

使
し
た
か
、
と
い
う
状
況
が
問
題
と
な
っ
た
と
み
る
。
〈
回
「
出
・
切
口
口
問
問
円
円
増
田
・
白
・

9
・H

叶印
N
・

(
臼
)
〈
向
「
冨

-
F
E円相円
L
・田・

9
・
5
印∞・

(
日
)
豆
・
F
E
ロ
R
は
、
本
件
被
告
が
本
人
を
明
示
し
て
い
た
ら
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
る
か
問
題
提
起
す
る
。
委
任
状
を
託
し
た
本
人
全
員
は
、
代
理
人

の
故
意
に
誠
実
義
務
に
反
し
た
議
決
行
動
に
対
し
、
全
体
の
債
務
者
と
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
の
か
。
お
そ
ら
く
、
本
件
被
告
は
原
告
に
対
し

て
は
責
任
を
負
わ
ず
、
本
人
が
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
(
開

FEe-

回 ..... 

J、、

む
す
び
に
代
え
て

ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
判
例
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
株
主
の

「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
論
は
、

こ
の
の
吉
話
回
判
決
に
よ
っ



て
さ
ら
に
高
度
な
、
そ
し
て
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
誠
実
義
務
が
及
ぶ
関
係
と
し
て
、
従
来
か
ら

認
め
ら
れ
て
い
た
多
数
派
株
主
の
少
数
派
株
主
に
対
す
る
関
係
お
よ
び
会
社
に
対
す
る
関
係
に
加
え
て
、
少
数
派
株
主
の
多
数
派
株
主

に
対
す
る
関
係
、
他
の
少
数
派
株
主
に
対
す
る
関
係
お
よ
び
会
社
に
対
す
る
関
係
が
新
た
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

(
日
)

あ
る
(
こ
こ
に
い
う
少
数
派
株
主
に
は
小
株
主
を
合
む
)
。

ま
た
冒
頭
に
も
述
ベ
た
よ
う
に
、
の

E
S印
判
決
は
株
主
の
誠
実
義
務
を
巡
る
論
争
に
「
一
応
の
」
終
止
符
を
打
っ
た
も
の
と
い
わ

れ
る
。
こ
こ
で
「
一
応
」
と
い
う
の
は
、
株
主
の
誠
実
義
務
を
肯
定
す
る
と
は
い
え
、
そ
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
る
か
に
つ
い
て
は
、

Girmes判決にみる小株主の誠実義務

ま
だ
決
着
が
つ
い
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
学
説
中
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
い
う
「
信
義
誠
実
原
則
」
を
ベ

l
ス
に
会

社
法
的
に
集
約
さ
れ
た
も
の
が
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
に
魅
力
を
感
じ
る
。

他
方
、

2
5
5印
判
決
で
論
点
と
さ
れ
た
、
議
決
権
代
理
行
使
人
の
義
務
と
し
て
の
誠
実
義
務
の
当
否
も
今
後
の
課
題
と
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
件
で
は
単
純
に
、
代
理
人
が
株
主
で
な
い
以
上
、
株
主
が
負
う
義
務
を
代
理
人
が
負
う
い
わ
れ
は
な
い
と
の
理

由
か
ら
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
誠
実
義
務
の
根
拠
に
つ
い
て
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
裁
判
所
は
会
社
の
議
決
に
関
わ
り

を
有
し
な
が
ら
、
非
株
主
と
い
う
こ
と
で
単
純
に
前
記
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
ふ
し
も
み
ら
れ
る
。
株
式
法
で
は
な
く
て
、
も
っ
ぱ

ら
市
民
法
上
の
責
任
を
以
て
、
代
理
人
に
係
る
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
の
町

B
g
判
決
に
よ
っ
て
決
着
を
み
た
問
題
と
新
た
に
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、

て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

司
法
に
よ
る
会
社
法
学
の
深
化
と
し

註

393 

(
日
)
さ
ら
に
、
会
社
の
機
関
(
取
締
役
、
監
査
役
)
の
会
社
に
対
す
る
関
係
お
よ
び
株
主
に
対
す
る
関
係
で
の
誠
実
義
務
論
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
の
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

(
日
)
註
(
ロ
)
参
照
。
本
稿
で
は
、
本
文
に
お
い
て
、
株
主
の
「
会
社
法
上
の
誠
実
義
務
」
を
認
め
る
立
場
で
論
述
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
学
説
の



394 

趨
勢
も
こ
の
方
向
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
評
釈
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
学
説
の
在
り
方
に
異
を
唱
え
る
立
場
も
あ
る
の
で
、

こ
こ
に
紹
介
す
る
。
同
・
〉
]
同

H
H
5
3
8
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
株
主
の
誠
実
義
務
と
い
う
責
任
を
根
拠
。
つ
け
る
た

め
の
法
解
釈
上
構
築
さ
れ
た
概
念

a
R
Z由
民
間
己
門
)
を
、
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
べ
く
、
少
数
派
(
小
)
株
主
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
の
場
合
に
ま
で

拡
大
さ
せ
た
。
し
か
し
、
個
々
の
株
主
の
聞
に
は
株
主
相
互
を
義
務
づ
け
る
組
合
契
約
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
せ
ず
(
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
り
で
人

的
会
社
に
お
け
る
場
合
と
は
根
本
的
に
異
な
る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
七

O
五
条
参
照
)
、
そ
れ
ゆ
え
誠
実
義
務
は
も
と
よ
り
法
人
へ
の
関
与
と
し
て
の
社

員
関
係
か
ら
発
し
た
制
約

G
S
S号
丘
、
す
な
わ
ち
社
員
権
を
特
別
利
益
の
獲
得
の
た
め
や
法
人
あ
る
い
は
他
の
社
員
に
損
害
を
与
え
る
た
め
に
行

使
さ
せ
な
い
制
約
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
、
株
主
は
例
外
的
に
ド
イ
ツ
株
式
法
一
一
七
条
お
よ
び
コ
二
七
条
に

よ
り
、
他
の
社
員
に
対
し
て
も
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
と
並
ん
で
本
件
の
よ
う
な
際
立
っ
た
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
八
二
六
条
に
よ
る

議
決
権
行
使
の
際
の
責
任
も
考
察
さ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
ド
イ
ツ
民
法
典
八
三
六
条
(
良
俗
違
反
の
故
意
に
よ
る
加
害
)
に
よ
る
責
任
論
を

強
調
す
る
。
同
条
の
要
件
に
よ
り
少
数
(
小
)
株
主
の
責
任
が
狼
拠
づ
け
ら
れ
同
時
に
そ
の
限
界
が
明
示
さ
れ
る
と
し
、
そ
の
一
方
で
誠
実
義
務
は
株

主
相
互
の
独
立
し
た
請
求
権
の
基
礎
と
し
て
は
解
釈
上
疑
わ
し
い
の
み
な
ら
ず
、
法
的
安
定
性
の
上
で
も
有
害
で
あ
る
と
捉
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

「
誠
実
」
と
い
う
よ
う
な
、
そ
の
捉
え
方
が
論
者
に
よ
っ
て
非
常
に
異
な
る
考
え
を
以
て
、
少
数
派
(
小
)
株
主
は
そ
の
議
決
権
を
行
使
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
故
意
に
よ
る
義
務
違
反
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
責
任
の
氾
濫
を
予
防
し
た
と

い
え
る
ロ
し
か
し
議
決
権
行
使
と
の
関
連
で
み
る
と
、
同
裁
判
所
の
と
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
少
数
派
(
小
)
株
主
は
少
な
く
と

も
加
害
と
い
う
点
に
関
し
て
も
未
必
の
故
意
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
ド
イ
ツ
民
法
典
八
二
六
条
を
適
用
す

る
と
き
と
の
相
違
は
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
し
て
、
株
主
相
互
の
誠
実
義
務
を
以
て
す
る
請
求
権
の
構
成
は
疑
わ
し
く
、
ま
し
て
そ
れ
を
少
数
派
(
小
)

株
主
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
の
場
合
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
と
強
力
に
行
動
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
出
・
旨
百
四
宅

g
は
本
件
に
つ

い
て
論
評
し
て
い
る
(
出
・
と
円

B
3胃
P

Z』
者
巴
自
・

H
a
o
)
。
筆
者
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
株
主
の
誠
実
義
務
を
肯
定
す
る
立
場
で
あ
る

が
、
非
常
に
傾
聴
に
値
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
ま
で
、
は
た
し
て
誠
実
義
務
を
要
す
る
か
ど
う

か
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
今
は
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。


